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ゴールデンホーン橋補修拡幅事業 アデン市内電話網拡充事業

■借款概要

■事業概要

イスタンブール市内の幹線道路に架かるゴールデン

ホーン橋を補修・拡幅することにより交通渋滞の緩和

および道路交通の円滑化を図るもの。

■評価結果

ゴールデンホーン橋の交通量は、事業完成年の1998

年には前年比で22.2％の伸びを示すなど、アプレイザ

ル時の予測交通量増加率（年率2.4％増）を大幅に上回

っているが、本事業により、車線数が往復6車線から

10車線に増加し、アクセス道路の拡幅も行われたこと

もあり、ピーク時の交通渋滞は緩和された。

その結果、低速走行およびアイドリングによる大気

汚染が低減され、また住宅地の多いアジア側および欧

州側北部と欧州側南西部にある官庁、商・工業地区と

の交通の往来がスムーズになり、通勤時間の短縮およ

び市内経済活動の効率化が進んだものと考えられる。

また、事業実施前は禁止されていた大型トラックの交

通が許可され、国際間・都市間の物流がより円滑とな

った。

本事業の実施機関である交通事業省道路総局が本橋

梁の運営維持管理にあたっており、現時点では予算面、

人材面での特段の問題はない。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

13,763百万円/11,763百万円

1991年4月

金利2.9%、返済25年（据置7年）

1999年1月

旧市街より見たゴールデンホーン橋

トルコ

ゴールデンホーン橋補修拡幅事業

■借款概要

■事業概要

既存の老朽化した電話交換機及び関連施設の更改・

新増設を行うことにより、アデン市の通信需要の量的

充足及び通信システムの品質改善を行うもの。

■評価結果

アプレイザル時の計画通りアデン市の回線容量は増

加し、電話普及率は事業後上昇し（1997年4.9%→2000

年10.0%）、首都サナア市（7.7%）と並ぶ高いものとな

った。しかし、電話回線の加入申請者は年々増加して

いるため、積滞数は逆に増加（1997年10,605件→2000

年22,598件）する結果となっており、実施機関では自

己資金で引続き回線増設事業を行っている。

デジタル機器の導入によって、通話の質的水準や信

頼性が向上したほか、回線を使用したデータ転送が容

易になった。通信速度と伝送品質が向上したため、イ

ンターネットなどを利用した情報通信サービスの向上

に貢献した。また、自動課徴金情報システムが導入さ

れ、課徴金計算の労力が大幅に軽減された。

本事業で設置された設備の利用率は高く、利用者か

らの料金回収状況も良好で、概ね問題はないと見られ

る。ハード面が改善した一方、本事業の効果持続のた

めには、運営・維持管理に関する職員の技術面の向上

が必要であり、実施機関である公共通信公社のアデン

支局では改善に努めている。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

6,969百万円／3,398百万円

1997年1月

金利1.0％、返済30年(据置10年)

1999年1月

設置された交換機

イエメン

アデン市内電話網拡充事業


